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【
問
】
岸
和
田
駅
周
辺
の
賑
わ

い
を
再
生
す
る
た
め
に
は
、
改

正
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
基

本
理
念
で
あ
る
、
「
住
」
も
含

め
た
様
々
な
都
市
機
能
を
集
約

し
た｢

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ｣

の

構
築
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え

る
。

 

同
法
に
基
づ
く
基
本
計
画
の

策
定
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】
市
街
化
区
域
内
の
未
利

用
地
や
低
利
用
地
の
有
効
活
用

を
図
り
、
街
中
居
住
を
促
進
す

る
こ
と
は
、
都
市
の
活
力
を
保

持
す
る
た
め
の
重
要
な
方
策
の

一
つ
と
認
識
し
て
お
り
、
基
本

計
画
の
策
定
は
、
ど
の
制
度
を

活
用
す
る
か
、
十
分
に
見
極
め

た
上
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

実
現
に
は
、
駅
近
く
に
あ
る
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
な

敷
地
の
有
効
利
用
を
、
早
急
に

進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

【
答
】
敷
地
の

有
効
活
用
は
地

域
活
性
化
の
大

き
な
課
題
だ
と

認
識
し
、
平
成

15
年
度
に
設
置

の｢

福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
等
敷

地
活
用
検
討
会

議｣

を
、
本
年

度
か
ら｢

政
策

推
進
戦
略
会
議｣

の
専
門
委
員
会
に
位
置
づ
け
て

い
る
。
委
員
会
で
は
、
民
間
事

業
者
を
募
り
、
敷
地
の
一
部
を

売
却
し
、
残
り
の
部
分
を
借
地

と
し
、
新
公
共
施
設
と
民
間
施

設
を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と

で
、
市
の
財
政
負
担
を
軽
減
し
、

賃
貸
収
入
で
維
持
費
も
賄
え
る

と
い
う
先
進
事
例
な
ど
を
精
力

的
に
検
討
し
て
い
る
。

増
え
る
負
担

介
護
保
険
料
の

減
免
制
度
拡
充
は

できることから

取り組みを

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

適正な管理で

地方債残高の縮減を

中学校給食中学校給食中学校給食中学校給食中学校給食への

 

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
活
用
を

　

道
路
整
備
の
推
進
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
財
源
確
保
に
関
す
る
意
見
書
（
要
旨
）

　

本
市
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
東
岸
和
田
駅
付
近
高
架
化
事

業
及
び
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
膨
大
な
事
業
費
を
要
し
、

長
期
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
推
進
に
は
、
安
定
的

な
財
源
確
保
が
肝
要
で
あ
る
。
政
府
に
対
し
、
次
の
措
置
を
講
じ

ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

○
都
市
の
再
生
や
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
道
路
整
備
を
推
進
す

　

る
た
め
、
必
要
と
な
る
財
源
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

○
環
状
道
路
の
整
備
や
踏
切
道
の
改
良
な
ど
渋
滞
対
策
の
推
進
、

　

地
域
間
の
連
携
を
図
る
道
路
整
備
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
。

○
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
道
路
整
備
を
一

　

層
促
進
す
る
こ
と
。

○
地
方
の
道
路
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
方
財
政
対
策
を

　

充
実
す
る
こ
と
。

　

養
護
学
校
新
設
と
養
護
学
級
・
通
級
指
導
教
室
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
設
を
求
め
る
意
見
書
（
要
旨
）

　

府
立
佐
野
養
護
学
校
は
、
２
０
０
名
程
度
を
想
定
し
て
開
設
さ

れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
年
度
は
約
３
９
０
名
の
子
ど
も
達

が
学
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
大
阪
府
学
校
教
育
審
議
会
答
申
の
「
適

正
規
模
」
の
約
２
校
分
に
あ
た
る
人
数
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
約

半
数
が
本
市
に
住
む
子
ど
も
達
で
、
養
護
学
校
１
校
分
の
人
数
に

あ
た
る
。
ま
た
、
本
市
の
各
小
・
中
学
校
の
養
護
学
級
で
学
ぶ
子

ど
も
の
数
も
増
え
続
け
て
い
る
が
、
学
級
の
増
設
が
十
分
で
は
な

い
。
大
阪
府
に
対
し
、
次
の
項
目
を
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

○
岸
和
田
・
泉
南
地
域
に
早
急
に
知
的
障
害
養
護
学
校
を
新
設
す

　

る
こ
と
。

○
法
の
通
り
に
障
害
種
別
に
学
級
を
設
置
し
、
実
態
に
見
合
う
養

　

護
学
級
を
増
設
す
る
こ
と
。

○
通
級
指
導
教
室
を
必
要
な
学
校
に
設
置
す
る
こ
と
。

　
　
　

　

肝
炎
問
題
の
早
期
全
面
解
決
と
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
期
救
済
を
求
め
る
意
見
書
（
要
旨
）

　

我
が
国
に
は
、
Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
患
者
が
約
３
５
０
万
人
い
る

と
言
わ
れ
、
そ
の
大
半
が
輸
血
、
血
液
製
剤
の
投
与
、
予
防
接
種

に
お
け
る
不
潔
な
医
療
行
為
に
よ
る
感
染
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
は
、
肝
臓
が
ん
に
移
行
す
る
危
険
性
の
高
い

病
気
で
あ
り
、
肝
臓
が
ん
の
死
亡
者
の
９
割
は
Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎

患
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
鑑
み
、
国
に
対
し
、
次
の
事

項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

○
薬
害
肝
炎
訴
訟
を
直
ち
に
終
結
し
、
適
切
な
賠
償
を
実
施
す
る

　

こ
と
。

○
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
及
び
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤
を
納
入

　

し
た
全
医
療
機
関
に
対
し
、
投
与
事
実
の
告
知
と
感
染
検
査
の

　

勧
奨
を
指
導
し
、
そ
の
結
果
を
速
や
か
に
公
表
す
る
こ
と
。

○
集
団
予
防
接
種
の
被
害
実
態
調
査
を
行
い
、
適
切
な
対
応
を
取

　

る
こ
と
。

意
見
書
を
可
決

意
見
書
を
可
決

　

意
見
書
は
、
国
会
や
内
閣
総

理
大
臣
、
関
係
す
る
各
大
臣
、

大
阪
府
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

【
問
】
今
年
の
税
制
改
正
で
、

老
年
者
控
除
が
廃
止
さ
れ
た
影

響
な
ど
に
よ
り
、
介
護
保
険
制

度
で
も
大
幅
な
負
担
増
と
な
り
、

高
齢
者
世
帯
で
は
不
安
が
生
じ

て
い
る
。

　

介
護
保
険
に
は
、
収
入
が
少

な
い
世
帯
な
ど
に
減
免
制
度
が

あ
る
。
そ
の
利
用
状
況
と
周
知

方
法
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
減
免
の
適
用
を
受
け

る
に
は
、
収
入
基
準
が
あ
ま
り

に
も
厳
し
く
、
緩
和
の
た
め
の

見
直
し
を
進
め
る
市
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

は
ど
う
か
。

【
答
】
減
免
制
度
は
、
平
成
16

年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
利

用
者
数
は
16
年
度
に
１
２
１
件
、

17
年
度
に
１
５
７
件
、
18
年
度

に
２
０
０

件
と
徐
々

に
増
加
し

て
い
る
。

　

周
知
方

法
に
つ
い

て
は
広
報

き
し
わ
だ

へ
の
掲
載

や
保
険
料

額
決
定
通

知
書
に
パ

ン
フ
レ
ッ

ト
を
同
封

し
て
い
る
。

ま
た
、
担

当
課
窓
口
に
も
詳
細
を
記
載
し

た
チ
ラ
シ
を
常
時
置
い
て
い
る
。

　

府
内
各
市
で
は
収
入
基
準
を

引
き
上
げ
、
対
象
枠
を
広
げ
る

と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
が
、
減

免
分
は
他
の
人
の
保
険
料
を
押

し
上
げ
る
要
因
と
な
る
た
め
、

さ
ら
な
る
研
究
を
し
て
い
き
た

い
。

【
問
】
成
長
期
に
あ
る
生
徒
へ

の
「
食
」
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

や
量
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
乱
れ
が
心
の
問
題
に
影
響

を
与
え
る
と
考
え
る
。

　

本
市
中
学
校
で
は
、
親
の
仕

事
や
体
調
不
良
な
ど
で
弁
当
を

作
れ
な
か
っ
た
り
、
お
か
ず
の

不
足
し
た
弁
当
を
持
参
す
る
生

徒
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

家
庭
の
事
情
に
よ
り
、
コ
ン

ビ
ニ
弁
当
な
ど
で
済
ま
さ
ざ
る

を
得
な
い
生
徒
に
対
し
、
週
に

１
回
で
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
食
事
の
提
供
や
、
弁
当

持
参
者
へ
の
補
食
と
し
て
一
品

で
も
副
食
を
提
供
す
る
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
中
学
校
給
食

へ
の
早
急
な
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
成
長
期
の
中
学
生
は
食

事
量
や
体
格
、
嗜
好
な
ど
個
人

差
が
大
き
く
、
個
々
の
生
徒
に

対
応
す
る
必

要
が
あ
る
。

 
本
市
で
は
、

親
子
・
家
族

の
つ
な
が
り
、

ま
た
小
学
校

給
食
で
望
ま

し
い
食
生
活

を
習
得
し
た

こ
と
な
ど
の

観
点
か
ら
、

家
庭
の
手
作

り
弁
当
を
奨

励
し
て
き
た
。

 

昼
食
に
関

す
る
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
生
徒
・
保

護
者
に
実
施
す
る
な
か
で
、
様
々

な
理
由
か
ら
簡
単
な
食
事
で
済

ま
す
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
る

こ
と
が
分
り
、
そ
の
対
策
と
し

て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
安
全
に

配
慮
し
、
最
少
の
経
費
で
早
期

に
実
施
可
能
な
方
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
。

【
問
】
本
市
の
地
方
債
残
高
は

２
０
２
５
億
円
、
利
息
だ
け
で

年
58
億
円
、
そ
し
て
元
利
支
払

額
は
年
１
９
３
億
円
余
り
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。

　

市
町
村
の
財
政
健
全
度
を
示

す
新
た
な
指
標
の
一
つ
で
あ
る

実
質
公
債
費
比
率
は
、
19
・
５

％
と
な
り
、
地
方
債
発
行
に
府

の
許
可
が
必
要
な
団
体
に
指
定

さ
れ
た
。
発
行
が
認
め
ら
れ
た

と
し
て
も
、
金
利
な
ど
に
も
影

響
す
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
本
市
の
実
質
公
債
費
比

率
は
、
府
内
で
は
４
番
目
に
高

く
、
18
％
以
上
に
な
る
と
、
知

事
の
許
可
が
必
要
と
な
る
た
め
、

地
方
債
を
財
源
と
す
る
事
業
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
制

限
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

発
行
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も

18
％
未
満
の

市
町
村
に
比

べ
て
条
件
が

悪
く
な
る
こ

と
も
想
定
さ

れ
て
い
る
。

【
問
】
公
債

残
高
の
縮
減

を
目
指
し
た

計
画
策
定
が

義
務
づ
け
ら

れ
る
と
な
っ

て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な

内
容
に
な
る

の
か
。

【
答
】
本
市
で
は
、
従
来
よ
り

「
返
し
た
以
上
に
借
り
入
れ
な

い
」
を
公
債
管
理
の
大
原
則
と

し
て
適
正
な
公
債
管
理
に
努
め

て
き
た
。
今
後
、
よ
り
確
実
に

公
債
残
高
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、

「
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
」

を
策
定
し
、
公
債
残
高
の
縮
減

に
取
り
組
み
た
い
。

いただきます

福祉総合センター健全財政を目指し１０月１日発足

デイサービス楽しいね

 


